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位置図

工事概要

①盛土 Ｖ＝68000m3

②カルバートボックス Ｌ＝30m
（内空Ｗ＝5.5ｍ Ｈ＝4.0ｍ）

③排水構造物 Ｌ＝193m

平面図

①盛土

②カルバート

③排水構造物



TSによる盛土管理を採用した理由

・品質の向上が期待できる。

・日々の管理の省力化が期待できる。

・施工条件が適している。

・施工面積が広い
・盛土範囲全域が見渡せる高台がある
・無線障害等をおこす高圧線等の架設が無い
・土質が日々変化しない



1）試験盛土

小佐々土砂置き場に試験盛土ヤードを作り、巻き出し厚約30ｃｍで
3回・5回・7回現場で使用するタイヤローラで転圧を行い、各転圧後現場密度試験、

沈下量の測定を行う。（試験盛土の結果により転圧回数を決定する。）



1）試験盛土



1）試験盛土



2）転圧管理箇所データの取得

2-1、使用車両データーの入力及び管理ブロックサイズを入力します。
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2）転圧管理箇所データの取得

2-2、転圧範囲箇所の平面図CADデータとその図中に存在する中心線又は、

基準点に座標を持たせます。

2-3、転圧管理範囲を確定し、その区画を転圧管理システムのデータとして取り込みます。



3）現場設置～観測実行

3-1、転圧車両への設置は専用パソコン架台

にて固定しインバーターを用いて
AC12Vに変圧させ電源を供給します。

転圧管理用PC

無線機

3-2、全周プリズムを極力ぶれがないよう固定し、

ヘッドガードより若干上に設置します。

全周プリズム



4）トータルステーション（TS)側の設置

4-1、転圧箇所が極力一望できる高台であり、
なおかつTSと転圧車輛の距離が
おおむね50ｍ以上離れた箇所に設置します。

4-2、転圧車輛との通信装置のチェックを行い、既知点のいずれかを後視点として観測を開始します。

4-3、塔載した転圧用PCの転圧区画と現在の転圧車輛の位置関係が整合しているか確認します。

トータルステーション



5）稼働状況

追尾中の視界



5-1）準備作業

4.追尾開始

1.TSセット状況 2.基準点視準

3.タイヤローラー視準



5-2）転圧状況

1回目転圧完了

（1回目黄色）

2回目転圧完了

（2回目薄緑色）

3回目転圧完了

（3回目水色）

4回目転圧完了

（4回目灰色）

5回目転圧完了

（5回目緑色）

6回目転圧完了

（6回目赤色）



6）施工時管理

締固め回数分布図と走行軌跡図及び盛土管理図を施工時の日常管理帳票として作成・保管します。
また、施工時含水比を施工日ごとに測定し、記録します。



TSを導入して良かった事

・盛土全面の管理による品質の均一化

・オペレータがパソコンのモニターで締固め回数分布図を確認することにより、
盛土全面の品質管理が出来、転圧不足箇所がなく、過転圧防止になる。

・日々の管理の省力化。

・現行の品質管理基準は、盛土量・盛土面積に応じた測定頻度が決められており、
一日の盛土量が多くなると、日々の品質管理に費やす時間と労力が多大となる。
TSの場合の管理時間は、始業・終業時の機器設置と後片付け及び品質管理帳票

を出力するのに要す一時間程度となり省力化となった。また、この時間は、一日の
盛土量にほとんど左右されない。

・1層ごとの管理が確実に行える。

・作業終了後パソコンの画面を確認し、次の層の盛土ヤードを決める

・コスト削減

・密度、写真、検査資料
締固め状況を早期に把握ができ、次層盛土の迅速施工ができ工期短縮になった。



天気が良い日はとくにＰＣ画面がよく見えない。

改善してほしい事

・プリズム以外の光に反応して、ロストする。（再度追尾するまで時間がかかる。）

・転圧状況をパソコン画面が遅れて表示する。


